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＜連絡事項＞
・納会　12/29　17:15～17:30　古民家にて
　参加希望者は打刻をしてから参加して下さい。

＜入室状況＞
【入院】
・田中 啓司様～東病棟Cユニット

・角濱 義弘様～東病棟Aユニット

＜患者様連絡事項＞
・若菜　登様～スタッフ付き添いにて市民HP受診している。診察にて採血、尿検査、造影CTの結果より膵石があるとのこと。糖尿病代謝ではこれ以上の精査、治療は出来ず必要であれば消化器内科受診するようにとの説明あり。次回1/26日糖尿病内科受診し採血、尿検査、診察となる。処方の変更はなし。外出申請済。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他室侵入や私物弄り繰り返し落ち着かない様子あり。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さあるも不穏さはなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中、ホールで適度に他患者と交流あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・福村　秀吉様～終日隔離中。対面時礼節保たれており、目立った気分高揚感等なし。き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜柞木田Dr診察＞
・田名部　哲史様～空き次第Bユニットへ療養環境変更するようにとのこと。イフェクサー増量。バルプロ酸減量。アムロジピン5㎎に減量。
・磯島　茜様～口唇乾燥訴えあり。ビタミン剤処方。その他指示変更なし。
・長浜　厚子様～著しい体重低下あり主治医診察のもと体幹・両上下肢拘束。NGチューブ挿入。食事時はスタッフが必ず見守りの元両上肢開放し自力摂取させるようにと。食事後は30分程度座位を保つよう指示あり。家族連絡は主治医より済み。
・和田　昌様～診察時気分高揚感ややあり。コントミン増量となる。その他指示変更なし。
・庭野　良広様～飲酒欲求に対する対処行動をスタッフと話し合い紙に書き出し目視可するようにと指示あり。その他指示変更なし。
[bookmark: _GoBack]・針田　秀明様～尿酸値高値あり。高尿酸血症薬開始。アルコールプログラム開始するよう指示あり。
・神成　理紀之助様～南病棟転出可。排便-5日目GE施行するよう指示あり。


＜入院患者情報＞
　日　　時：令和7年12月23日　11：00
　氏　　名：田中　啓司（たなか　けいじ）様
　生年月日：昭和36年11月25日(64)
　病　　名：前頭側頭葉変性症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　令和7年1月24日当院を退院し、介護老人保健施設「南山苑」へ入所。
10月頃より興奮や粗暴行為、易怒性が出現し、10/14薬剤調整を実施。傾眠傾向、食事量が低下し、薬剤調整を実施し、症状改善。12/7より再度粗暴行為等が見られ始めたため、12/10薬剤調整(増薬)。その後、粗暴行為や盗食、他利用者を押し倒そうとするなどの行動が見られている事から、当院への受診が検討され、12/18受診し薬剤調整実施。改善見られず同様の行動心理症状や精神症状が続くようであれば、当院での入院加療にて対応する必要があることを同伴した妻とスタッフ
へ説明していた。前回受診後も流延は続き、他利用者の椅子を引っ張ろうとする危険行為や他室侵入等迷惑行為あり。職員の声掛けにも易怒的であり、暴れ出したり職員の手を引っ張って行こうとする事もある。また、表情が険しくなくとも急に殴りかかろうとする素振りを見せる等行動に予測がつかない。夜間は一旦入眠しても2時間程で覚醒しホールのテーブルを持ち上げようとする等落ち着かず。頓服の効果も限定的、1時間もすると走り出す等あり。入院調整を行い、R7.12.24、東病棟Bユニットへ医療保護入院となっている。

　日　　時：令和7年12月23日　12:36
　氏　　名：角濱 義弘（かどはま　よしひろ）様
　生年月日：昭和40年9月16日(60)
　病　　名：広汎性発達障害
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　令和5年１月１０日当院退院後は、こころすこやか財団グループホーム3番館へ入所
し、当院への定期通院、青陽館の利用、訪問看護五福の利用をしていた。令和７年12
月24日、気分の落ち込みはないものの、2週間程前から楽になりたい・死にたいという
考えが離れないと訴え、数か月前から自殺できるような高所を探し歩く事や、自殺方
法を考える事も増えており、2年ほど前から服薬しておらず、錠剤をまとめて廃棄し、
GH世話人には空の薬包を見せていたとのこと。本日臨時で受診しており、経過を聞く
も表面上の返答をしており、眠くなるため薬は服用していなかったと話している。入
院治療については拒否しており、弟様の同意の下、12：36東病棟Aユニットへ医療保護
入院となる。
